
第５学年音楽科学習指導案（略案） 

○組    計 40 人 

指導者 ○○ ○○ 

１ 題 材  合唱のひびき 

  教 材  「星の世界」 川路柳虹作詞 コンバース作曲（本時主教材） 

      ◎ 滝廉太郎の歌曲 

２ 本 時（１／５） 

(1) 目 標 

ア 発声や姿勢，正しい音程に気を付けながら,豊かな響きの歌声で歌詞唱することができる。 

【知識及び技能】 

  イ 星空の美しい様子を思い浮かべ,その様子と美しい歌声とを結び付けることができる。 

【思考力，判断力，表現力等】 

 (2) 本時の展開に当たって 

 ○ イメージしたことを歌声に表現することができるような学習内容の設定（☆） 

 ○ そんな歌声になっているかを子供が学び合い,チェックできるような学習活動の設定（★） 

 (3) 実 際 

過 程 主な学習活動 時 ○教師の具体的な働きかけ 
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 まとめ  

１ 星空の様子について,知っている

ことや感じていることを話し合う。 

・ きれい。 

・ たくさんの星座がある。 

２ 「星の世界」の範唱を聴き,本時の

めあてについて話し合う。 

星空のきれいな様子を思いうか

べて歌おう。 
 

・ わたしたちもＣＤのようなき

れいな声で歌いたいな。 

３ 歌詞唱し，自分たちの演奏を録音

したものを聴く。 

・ 音程が正しくとれていないな。 

・ きれいな声になっていないな。 

４ ３で話し合ったことを基にグルー

プで歌詞唱する。 

(1) ５人全員で歌う。 

(2) １人ずつ歌い,歌声について意

見を出し合う。 

・ ○○君の歌声は星空のように

きれな声だ。 

・ △△さんは，口の開け方が少

し足りないよね。 

５ グループごとに発表する。 

・ ○班は正しい音で声がそろっ

ていました。 

・ ○班はふしの感じのちがいが

よくでていました。 

６ 学習のまとめをする。 

・ きれいな声の出し方がわかりま

した。 

・ グループで協力して歌うことが

できました。 
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○ 星空の美しい様子をイメージす

ることができるようにするため

に，星空の様子の写真を見せるよ

うにする。その際,「星の世界」の

歌詞とも関連させ,秋の夜空の写

真や，星座の写真なども見せるよ

うにする。 

○ 本時のめあてを導き出すため

に,「どんなことに気を付けてこの

歌を歌っていけばいいかな」など

と問いかけるようにする。 

☆ 子供たちに「星空のような美し

い歌声」を具体的にイメージさせ

るために,既習事項である姿勢,発

声,発音などのポイントを，体の図

を使って押さえていくようにす

る。 

★ より練り上げられた演奏にする

ために,前の活動でイメージした

ような歌声になっているか録音の

演奏を聴き，話し合ってから次の

グループ活動につなげるようにす

る。 

★ 一人一人が発声や姿勢,正しい

音程に気を付けて歌えているかを

子供たち同士で見取るために,一

人の演奏をグループの他のメンバ

ーで聴き，意見を出し合う活動を

取り入れるようにする。 

○ 本時で学んだ美しい歌声をつく

るためのポイントや,美しい声で

歌う技能を次時に生かすことがで

きるようにするために，本時の学

習をワークシートにまとめさせる

ようにする。 
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